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【図表3】学士課程答申の概要

・「何を教えたか」から、「何を学び、身に付けることができたのか」
・教育課程の編成においては、学位を与える課程全体としてのカリ
キュラム全体の構成や、学修者の知的習熟過程等を考慮し、単に
個々の教員が教えたい内容ではなく、学修者自らが学んで身に付け
たことを社会に対し説明し納得が得られる体系的な内容となるよう
構成すること等、「個々人の可能性を最大限に伸長する教育」

・既存のシステムを前提とした「供給者目線」を脱却し、学位を与え
る課程（学位プログラム）が、学生が必要な資質・能力を身に付け
る観点から最適化されているかという「学修者目線」で教育を捉え
直すという根本的かつ包括的な変化

・学修者自身が、大学での学びや学生生活を、自らのキャリアや願
いと結びつけ、成長を実感できる大学であること。そうしたビジョン
を大学の構成員をはじめとするステークホルダーが共有し、学生が
成長を実感できる具体的なしくみが構築されていること

・生涯学び続ける力（学びの基盤）を身につけることができるような
学修体験が得られる場を提供できている状態

・大学運営において学生目線で考えることが教職員に共有されている。学生
が何を学んだかより何ができるようになったか（学修成果）が重視されている。
学生がさまざまな機会をとらえてチャレンジし、結果を振り返り、次の行動につ
なげるべく自律的に学んでいる。学生が学生を支援する活動が盛んである

・学生が入学時に期待した価値が得られるように、いろいろなこと
が調っている状態にあること。学生が期待している価値と、大学が
提供しているさまざまなこととの「ズレ」を認識し、それを解消させよ
うと動くこと　

・学生が多様な選択肢の中から自らの学びを選択し、主体的に学
びに関与し、社会への円滑な移行を遂げるうえで必要な力を身に
つけられたと実感が持てるよう、教育・学習環境が常に整備・提供
されている状態

・学修者である学生の実態やニーズを多面的に把握し、学修者視
点を取り入れ、教員、職員がチームとなって教育課程、教育内容・
方法等の一層の充実・向上を図ろうとしている状態

・大学の強みと特色を活かして、学生が卒業後の姿を意識しながら自律的
な学修を行い、DPに定める力を身に付けられるカリキュラムを提供できて
いること。学生が身に付けた力を可視化することで更なる成長につなげら
れるシステムを構築しており、支援体制を整えていること

・教職員だけではなく、学生も当事者として教育をつくり上げる大学
・学修者本位の大学とは学生がやりたいことを尊重してフォロー
アップできる大学

問題のある一部の特別な学生対象／
学生相談の知見が現場以外に伝わらない

大学院生がTAとして教育の補助業務を担当する程度

それぞれ異なる立場や視点で学生と接する

研究者としての能力評価

教育を提供する立場の論理で進める

多様な学生に対するきめ細かな教育・指導

（研究だけでなく）教育や学生の人間形成に関わる指導への取り組みを評価

・教員、大学職員への研修の活性化と、教員業績評価での教育面の重視
・自己点検・評価の確実な実施、分野別質保証の枠組みづくりのため日本
学術会議への審議依頼等の質保証の仕組みを強化
・財政支援の強化と説明責任の徹底

・他の先進国では「何を教えるか」より「何ができるようになるか」を重視
した取組が進展
・一方、我が国の大学が掲げる教育研究の目的等は総じて抽象的
・学位授与の方針が、教育課程の編成や学修評価の在り方を律する
ものとなっていない
・大学の多様化は進んだが、学士課程を通じた最低限の共通性が重
視されていない

・学修の系統性・順次性が配慮されていないとの指摘
・学生の学習時間が短く、授業時間外の学修を含めて45時間で１単位と
する考え方が徹底されていない
・成績評価が教員の裁量に依存しており、組織的な取組が弱いとの指摘

・大学全入時代を迎え、入試によって高校の質保証や大学の入口管
理を行うことが困難
・特定の大学をめぐる過度の競争
・総じて、学生の学習意欲の低下や目的意識が希薄化

・ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）は普及したが、教育力向上に
十分つながっていない
・設置認可は弾力化されたが、質保証の観点から懸念すべき状況も見られる
・これらの活動に係る財政支援が不可欠

・大学は、大学と受験生のマッチングの観点から入学者受入れ方針を明確化
・入試方法を点検し、適切な見直し
・初年次教育の充実や高大連携を推進

・順次性のある体系的な教育課程を編成
・国は分野別のコア・カリキュラム作成を支援
・学生の学習時間の実態を把握した上で、単位制度を実質化
・成績評価基準を策定し、ＧＰＡ等の客観的な評価基準を適用

〔学士力に関する主な内容〕
１．知識・理解（文化、社会、自然等）
２．汎用的技能（コミュニケーションスキル、数量的スキル、問題解決能力等）
３．態度・志向性（自己管理力、チームワーク、倫理観、社会的責任等）
４．総合的な学習経験と創造的思考力

・大学は、卒業に当たっての学位授与の方針を具体化・明確化し積極的に公開
・国は学士力に関し、参考指針を提示

学生は一定の能力を有しており、教員は自らの研究成果を
教授しさえすればよく、学ぶ学生自身が工夫して勉強するもの

学生の人間形成を促すもの、大学教育の一環／
学生相談の知見が教職員に伝わり、運営に反映される仕組みがある

学生の希望や意見を運営に反映させること（学生アンケート調査、学生実態調査、
学生代表と大学運営責任者等との懇談会等、学生代表の大学諸機関参加）

学部の上級生を学生生活全般の指導や相談役、様々な学内業務にたずさわらせる、
一定の責任を持たせ、研修やガイダンスを実施

学生のニーズを踏まえ双方が学生の諸課題を対等に協議する場を設けるなど、
相互に連携・補完し合う体制

学生担当部署への適切な人材配置、学生指導の専門的能力を備えた職員を育成
するとともにそうした職員を大学の中心スタッフとして運営していく

多様な学生が入学してくる現状においては、正課外教育も含めた大学生活全般の中で
学生の人間的な成長を図り、自立を促すための適切な指導を行うことが教員の基本的責任

学習する学生の立場に立ったものとして進める
（ただし短期的な満足のみに応える迎合的なものであってはならない）
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＊P.4からの「学生座談会」での発言より

＊文部省高等教育局「大学における学生生活の充実方策について―学生の立場に立った大学づくりを目指して―」（2000年6月）よりまとめ

＊「学士課程教育の構築に向けて」中央教育審議会答申の概要（2008年）
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理を行うことが困難
・特定の大学をめぐる過度の競争
・総じて、学生の学習意欲の低下や目的意識が希薄化

・ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）は普及したが、教育力向上に
十分つながっていない
・設置認可は弾力化されたが、質保証の観点から懸念すべき状況も見られる
・これらの活動に係る財政支援が不可欠

・大学は、大学と受験生のマッチングの観点から入学者受入れ方針を明確化
・入試方法を点検し、適切な見直し
・初年次教育の充実や高大連携を推進

・順次性のある体系的な教育課程を編成
・国は分野別のコア・カリキュラム作成を支援
・学生の学習時間の実態を把握した上で、単位制度を実質化
・成績評価基準を策定し、ＧＰＡ等の客観的な評価基準を適用

〔学士力に関する主な内容〕
１．知識・理解（文化、社会、自然等）
２．汎用的技能（コミュニケーションスキル、数量的スキル、問題解決能力等）
３．態度・志向性（自己管理力、チームワーク、倫理観、社会的責任等）
４．総合的な学習経験と創造的思考力

・大学は、卒業に当たっての学位授与の方針を具体化・明確化し積極的に公開
・国は学士力に関し、参考指針を提示

学生は一定の能力を有しており、教員は自らの研究成果を
教授しさえすればよく、学ぶ学生自身が工夫して勉強するもの

学生の人間形成を促すもの、大学教育の一環／
学生相談の知見が教職員に伝わり、運営に反映される仕組みがある

学生の希望や意見を運営に反映させること（学生アンケート調査、学生実態調査、
学生代表と大学運営責任者等との懇談会等、学生代表の大学諸機関参加）

学部の上級生を学生生活全般の指導や相談役、様々な学内業務にたずさわらせる、
一定の責任を持たせ、研修やガイダンスを実施

学生のニーズを踏まえ双方が学生の諸課題を対等に協議する場を設けるなど、
相互に連携・補完し合う体制

学生担当部署への適切な人材配置、学生指導の専門的能力を備えた職員を育成
するとともにそうした職員を大学の中心スタッフとして運営していく

多様な学生が入学してくる現状においては、正課外教育も含めた大学生活全般の中で
学生の人間的な成長を図り、自立を促すための適切な指導を行うことが教員の基本的責任

学習する学生の立場に立ったものとして進める
（ただし短期的な満足のみに応える迎合的なものであってはならない）

現状・課題

入学者
受入れの
方針について

その他

教育課程
編成・実施の
方針について

学位授与の
方針について

取材・文／児山雄介、本間学

　
　
「
学
生
の
成
長
実
感
」
が
ポ
イ
ン

ト
だ
が
、
自
学
な
ら
で
は
の
定
義
を
。

　【図
表
１
】
は
「
学
修
者
本
位
」
に

つ
い
て
、文
科
省
の
発
信
や
取
材
大
学
、

そ
し
て
学
生
の
定
義
を
ま
と
め
た
も

の
。
表
現
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、「
学
修

者
自
身
が
成
長
実
感
を
得
ら
れ
る
か
」

が
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

　実
は
「
学
修
者
本
位
」
と
い
う
概
念

は
、
今
か
ら
23
年
前
に
文
科
省
か
ら
出

さ
れ
た
「
廣
中
レ
ポ
ー
ト
」
で
、
す
で

に
示
さ
れ
て
い
る
【
図
表
２
】。
教
育

を
提
供
す
る
立
場
か
ら
の
「
教
員
中
心

の
大
学
」
か
ら
、
学
習
す
る
学
生
の
立

場
で
、
多
様
な
学
生
に
対
す
る
き
め
細

か
な
教
育
を
行
う「
学
生
中
心
の
大
学
」

へ
の
転
換
に
向
け
、
教
員
評
価
の
視
点

や
運
営
に
学
生
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

提
案
な
ど
、
踏
み
込
ん
で
提
言
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
8
年
後
に
出
さ
れ
た
「
学

士
課
程
答
申
」
で
は
、学
部
教
育
を
「
学

士
課
程
教
育
」
と
位
置
付
け
、
そ
の
質

保
証
に
向
け
、
今
日
に
つ
な
が
る
具
体

的
な
教
育
改
革
案
が
提
案
さ
れ
て
い
る

【
図
表
３
】。
こ
の
背
景
に
は
、
人
口
減

少
社
会
、
大
学
全
入
時
代
に
お
け
る
大

学
教
育
の
再
構
築
が
あ
っ
た
。
人
口
減

少
真
っ
た
だ
中
の
今
こ
そ
、
過
去
の
提

言
も
参
考
に
、
自
学
な
ら
で
は
の
学
修

者
本
位
の
教
育
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
　学
修
意
欲
や
満
足
度
の
維
持
・
向

上
、
中
退
予
防
、
帰
属
意
識
の
高
ま
り
。

　今
回
取
材
し
た
大
学
の
声
を
ま
と
め

る
と
、
ま
ず
学
生
に
と
っ
て
「
卒
業
ま

で
に
身
に
付
け
る
べ
き
力
」が
明
確
で
、

自
身
の
達
成
度
が
把
握
で
き
る
し
く
み

が
あ
れ
ば
、彼
ら
の
学
修
意
欲
の
維
持
・

向
上
、
そ
し
て
成
長
が
望
め
る
。
そ
の

結
果
、
大
学
は
、「
自
律
的
に
学
び
た

い
学
生
の
入
学
」「
退
学
率
の
低
下
」や
、

学
生
の
実
態
・
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
る
た

め
、「
よ
り
効
果
的
な
教
育
施
策
や
学

生
募
集
施
策
の
実
行
」「
満
足
度
向
上

に
よ
る
帰
属
意
識
の
醸
成
」
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
。

　「学
生
が
満
足
し
て
卒
業
す
る
こ
と

に
よ
り
、
大
学
も
そ
の
よ
う
な
評
価
を

受
け
ら
れ
る
」（
東
京
工
芸
大
学
）
と

い
う
よ
う
に
、
メ
リ
ッ
ト
も
、
ま
ず
学

修
者
本
位
が
前
提
だ
。
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＊P.4からの「学生座談会」での発言より

＊文部省高等教育局「大学における学生生活の充実方策について―学生の立場に立った大学づくりを目指して―」（2000年6月）よりまとめ

＊「学士課程教育の構築に向けて」中央教育審議会答申の概要（2008年）

学
修
者
本
位
の
教
育
実
現
に
向
け
、
質
保
証
を
ど
う
推
進
す
べ
き
か
？

　
現
場
の
教
員
に
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
？

　

教
育
の
受
け
手
で
あ
る
学
生
の
声
を
ど
う
拾
い
上
げ
、
い
か
に
活
用
す
る
か
？

　
Q
&
A
形
式
で
ひ
も
と
い
て
い
く
。

A

学
生
参
画
の
コ
ツ
は
？

内
部
質
保
証
へ
の
関
わ
り
方
は
？

Q
&

Q.

〝
学
修
者
本
位
の
大
学
〞

と
は
ど
ん
な
大
学
？

Q.

学
修
者
本
位
に
転
換
す
る

大
学
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

AA

特集  学修者本位の大学のつくり方
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　全
国
学
生
調
査
の
結
果
か
ら
見
た

現
状
は
、
い
ま
だ
道
半
ば
と
言
え
る
。

文
科
省
の
全
国
学
生
調
査
の
結
果
か

ら
、
学
生
の
「
実
感
」
度
合
い
で
進
捗

を
確
認
し
て
み
る
【
図
表
4
】。「
D
P

の
理
解
」
か
ら
「
成
長
実
感
」、
そ
し

て
「
教
職
員
の
取
り
組
み
姿
勢
」「
学

生
の
意
見
の
反
映
」
な
ど
、「
学
修
者

本
位
の
大
学
」
と
し
て
不
可
欠
な
事
項

へ
の
学
生
の
評
価
の
、「
そ
う
思
う
」「
身

に
つ
い
た
」
の
値
の
割
合
は
、
い
ず
れ

も
1
〜
３
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
卒
業
時
ま
で
に
身
に
付
け
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
知
識
や
能
力
（
Ｄ
Ｐ
）

を
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
先
の

「
知
識・技
能
の
修
得
」
も
、「
成
長
実
感
」

も
お
ぼ
つ
か
な
い
だ
ろ
う
。
設
置
区
分

や
規
模
別
の
傾
向
で
は
、
国
公
立
よ
り

私
立
、
そ
し
て
規
模
の
小
さ
い
大
学
の

ほ
う
が
、
学
生
の
評
価
が
高
い
傾
向
に

あ
る
。「
成
長
実
感
」
に
つ
い
て
は
学

部
系
統
別
に
見
る
と
、
歯
学
に
次
い
で

高
い
の
は
、
芸
術
系
や
人
文
系
と
い
っ

た
分
野
で
あ
る
こ
と
が
目
を
引
く
。

一
方
で
大
学
の
取
り
組
み
姿
勢
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。「
教
職
員
の
取
り
組
み

姿
勢
」
で
は
2
割
強
の
、「
学
生
の
意

見
の
反
映
」
は
ほ
ぼ
半
数
の
学
生
が
否

定
的
な
回
答
だ
。
学
生
に
向
か
う
姿
勢

か
ら
ま
ず
見
直
し
て
い
き
た
い
。

【図表4】学生から見た学修者本位の教育の進捗～令和4年度「全国学生調査（第3回試行実施）」結果 
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＊文部科学省発表資料よりまとめ（調査時期：2022年11月28日～2023年1月20日／対象：試行実施に参加意向のあった532大学の学部2年生（約４６万人）および4年生等（約４9万人）／回答率10.6%
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学
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者
本
位
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A

特集  学修者本位の大学のつくり方
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＊1 文部科学省「大学における教育内容等の改革状況について（令和3年度）」　＊2 内閣府「我が国と諸外国の若者の意識に関する調査（平成30年度）」

髙見 英樹
たかみひでき●2002年文部科学
省入省。文部科学省高等教育企画
課課長補佐、岡山県教育次長、内閣
官房教育未来創造会議担当室企画
官などを経て、2023年より現職。

 学修者本位の教育には、3ポリシーに基づくカリキュ
ラム・マネジメントと、学修成果の測定を通じた質向上
が不可欠です。文科省の調査＊1では、３ポリシーの達
成状況を点検・評価している大学は約89％、学位を
与える課程共通の考え方や尺度を策定している大学
は約68％、学修状況の分析や教育改善を支援する
体制を構築している大学は約63％となっており、年々
改善の兆しが見られるものの、その進捗は道半ばだと
感じます。加えて、第３回全国学生調査の結果では、
「課題等の提出物に適切なコメントが付されて返却さ
れる」という設問に対して「あまりなかった」「なかった」
と回答した学生の割合は31％。授業外の学習時間
が週５時間以下の学生が7割以上いました。教員から
のフィードバックが不十分、かつ学生の自律的な学修
を促す体制ができていないという課題が浮き彫りに
なっています。
　全国学生調査は、「各大学の教育改善に生かす」
「大学に対する社会の理解を深める一助とする」「政
策立案の基礎資料として活用する」「学生がこれまで
の学びを振り返り、今後の学修をより充実させる」とい
う４つの目的があります。大学、社会、行政、そして学
生本人にメリットがある調査ですが、調査結果の活用
と改善実行はまだ十分には進んではいません。
　学生の回答率が低いことも課題です。大学独自の
アンケートもあるため、調査回数が多くなったり、調査
項目の重複があったりすることが、回答率が伸びない
原因かもしれません。各大学にヒアリングをするなどし
て、全国学生調査の質問項目を大学独自のアンケー
トに組み入れるなど、改善策を探っていきます。
この調査に限らず、学生アンケートの回答率の低さ
は、大学関係者からよく聞かれます。しかし、学生が「自
分たちの意見で大学が変わる」と感じなければ、回答
率は上がらないのではないでしょうか。日本の若者は
他国と比べ、社会をよくするために社会問題の解決に
関与したいと考える人が少ないという調査結果もあり

ます＊2。高等教育だけにとどまる話ではなく、初等中等
教育段階からの「自分たちが主体となって世の中を変
えるんだ」という意識の醸成が欠かせないでしょう。

　本年９月、文部科学大臣が中教審に「急速な少子
化が進行する中での将来社会を見据えた高等教育
の在り方」について諮問しました。諮問では４つの検
討事項を示しましたが、これには「大学教育の質をどう
捉えていくか」「高等教育への経済的・地理的アクセ
スをどう確保するか」「高等教育全体の適正な規模を
どう考えるか」という大きな３つの観点があり、これらを
連動して考えていく必要があります。
　近年、「総合知」という言葉がよく使われますが、学
びを総合的に深める取り組みについて、今一度、高
校・大学関係者でしっかり議論すべき時期に来ていま
す。加えて、AI時代に求められる人材育成、社会変化
に対応したリカレント教育が重要性を増しています。こ
の前提となるのが、「生涯学び続ける力」です。この力
は学生時代に学ぶ楽しさを経験することで、育成され
ていきます。今、初等中等教育の現場は１人１台端末
や探究学習の推進で変化しています。大学はこの変
化を受け止める体制ができているでしょうか。そうでな
いならば、大学教育に対する学生の評価は厳しくなっ
ていくでしょう。だからこそ、学生の声に耳を傾けること
は重要です。学修者本位の大学づくりに向けた改善
サイクルを確立するためにも、全国学生調査の結果
等をふまえ、学内で議論をしてほしいと思います。

全国学生調査で教育課題が明らかに
調査結果の積極的な活用も望まれる

学生の声に耳を傾け、学生が
「学ぶ楽しさ」を実感できる教育を

高等教育局企画官
（併） 高等教育企画課
高等教育政策室長
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文 科 省に聞く！

中教審「急速な少子化が進行する中での将来社会を見据えた高等教育の在り方について（諮問）」の検討事項 

2040年以降の社会を見据えた高等教育が目指すべき姿

今後の高等教育全体の適正な規模を視野に入れた
地域における質の高い高等教育へのアクセス確保の在り方

・設置者別・機関別等の役割分担の在り方や果たすべき役割・機能、その実現方策国公私の設置者別等の役割分担の在り方

高等教育の改革を支える支援方策の在り方

＊令和5年9月25日中央教育審議会資料を基に作成

・これからの時代を担う人材に必要とされる資質・能力の育成に向け、今後さらに取り組むべき具体的方策
・成長分野をけん引する人材の育成や大学院教育の改革等

・基盤的経費や競争的研究費等の充実、民間からの投資も含めた多様な財源の確保の観点も含めた、
今後の高等教育機関や学生への支援方策の在り方等

・高等教育全体の適正な規模も視野に入れながら高等教育へのアクセス確保の在り方・学部構成・教育
課程の見直しなど教育研究の充実や高等教育機関間の連携強化、再編・統合等の促進、情報公表等
の方策・地方の高等教育機関が果たす多面的な役割の考慮
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